
２３．3DMCバックホウ遠隔操縦導入と普及促進

2

⚫ 試験施工において遠隔操作であっても、出来高±2cmの精度を確認した。危険箇所の立入を低減し、多拠点
からの作業支援ができる体制を構築した。また、新たな就労機会を提供することで、離職抑止と採用力の向上に
も寄与する取り組みである。

⚫ 可搬運用が可能なPS5コントローラの直感UIを有し、セルフリピート／感度調整なども独自仕様で最適化した。
移動オフィス車両には、衛星通信＋無指向性広域Wi-Fiを搭載することで可搬な通信基盤を確保し、3DMC×
遠隔操縦(後付け型)×衛星通信＋広域Wi-Fiを実運用前提で統合した。

⚫ 通信確保×遠隔操縦で災害時の道路啓開等に備える地域モデルを提示し、他自治体への展開と災害時連携
モデルの普及を見込んでいる。さらに、一般開放している自社の実証実験場「UNiCON FIELD」を活用した、見
学会・インターンを通じ、担い手育成と建設業界のイメージ刷新の相乗効果を生んでいる。

【取組概要】
3DMCバックホウへ後付け遠隔操縦を実装した。携帯網と衛星
通信を併用し、場所を問わない施工を実現した。PS5操作・セル
フリピート等の独自仕様で省力・高精度化を両立している。自社
で整備した実証実験場「UNiCON FIELD」で学習や体験・イン
ターン受入を通じ普及を展開、CSPI-EXPOで900km遠隔デ
モ・農業土木工事での試験施工±2cm精度を確認した。自治
体と災害協定を締結し、深刻な人手不足と災害対応力低下を
背景に、地域の担い手確保・安心に寄与する。
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